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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

　

回次
第18期
第３四半期
累計期間

第19期
第３四半期
累計期間

第18期

会計期間

自　平成23年
　　３月１日
至　平成23年
　　11月30日

自　平成24年
　　３月１日
至　平成24年
　　11月30日

自　平成23年
　　３月１日
至　平成24年
　　２月29日

売上高 (千円) 4,635,2503,030,9985,420,992

経常利益 (千円) 602,492 544,314 657,228

四半期（当期）純利益 (千円) 468,454 556,933 664,785

持分法を適用した場合
の投資損失(△)

(千円) △877 ― △877

資本金 (千円) 330,000 330,000 330,000

発行済株式総数 (株) 32,713,21132,713,21132,713,211

純資産額 (千円) 834,0721,472,7941,030,569

総資産額 (千円) 1,858,4332,246,0801,970,156

１株当たり四半期（当
期）純利益

(円) 14.32 17.03 20.32

潜在株式調整後
１株当たり四半期
(当期)純利益

(円) ─ ― ―

１株当たり配当額 (円) ─ ― 3.50

自己資本比率 (％) 44.9 65.6 52.3

　

回次
第18期
第３四半期
会計期間

第19期
第３四半期
会計期間

会計期間

自　平成23年
　　９月１日
至　平成23年
　　11月30日

自　平成24年
　　９月１日
至　平成24年
　　11月30日

１株当たり四半期純利益 (円) 9.43 5.29

 (注) １　第19期第３四半期累計期間における売上高の大幅な減少は、第18期第２四半期会計期間におけるリテール事

業の譲渡によるものであります。

２　売上高には、消費税等は含まれておりません。

３　第18期第３四半期累計期間、第18期及び第19期第３四半期累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期（当

期）純利益については、新株予約権の付与を行っておりますが、希薄化効果を有している潜在株式が存在し

ないため記載しておりません。

４　持分法を適用した場合の投資損失(△)については、第19期第３四半期累計期間においては関連会社が存在し

ないため記載しておりません。
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２ 【事業の内容】

当第３四半期累計期間において、当社において営まれている事業の内容に重要な変更はありません。

なお、当社は子会社及び関連会社を一切有しておりません。

　

EDINET提出書類

株式会社ブロッコリー(E02463)

四半期報告書

 3/18



第２ 【事業の状況】

１ 【事業等のリスク】

当第３四半期累計期間における、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のう

ち、投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載

した「事業等のリスク」について重要な変更はありません。

　なお、重要事象等は存在しておりません。

　

２ 【経営上の重要な契約等】

　　当第３四半期会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

　

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期会計期間の末日現在において当社が判断したものであります。

①経営成績の分析

当第３四半期累計期間におけるわが国の経済は、これまで復興需要の本格化など政策面での押し上げが
ありましたが、輸出が弱含むなど回復が足踏みしております。また、経済成長の牽引役である中国をはじめ
新興国においても成長ペースに鈍化が見られるなど、世界的に景気減速感が拡がりつつあり、景気の先行き
は依然として不透明な状況で推移しました。
当社が属するエンターテイメント業界におきましては、引き続き底堅い市場を維持しておりますが、コン
テンツ関連は、CD市場が回復傾向にあり、ブルーレイ市場は堅調でありましたが、スマートフォンの普及や
タブレット端末など、デバイスの多様化に伴った携帯機器向けの音楽・映像・電子書籍等の、コンテンツ
サービスの充実も進んでおり、企業間の競争は、一段と激しさを増しております。
当社は、かかる経営環境下において、収益力の更なる向上を実現するために、「自社内にて開発するコン
テンツのヒット創出及びハイリターンの追求」、「リアルグッズ製作での確実な収益確保」の２つを両立
する事業戦略（ツインエンジン化）を推進しつつ、長期滞留在庫の管理強化及び徹底したコスト管理にも
注力してまいりました。
このような状況下、当第３四半期累計期間の売上高は3,030百万円（前年同期比65.4％）、売上総利益率
は42.4％（前年同期比7.7ポイントアップ）、売上総利益は1,283百万円（前年同期比79.9％）となりまし
た。
売上高は、平成23年６月１日をもって株式会社アニメイトに当社リテール事業を譲渡いたしましたこと
により、前年同期を下回っておりますが、売上総利益率は前年同期を上回っております。この主な要因とし
ましては、以下のとおり製品部門の利益率が向上したことが挙げられます。
ゲーム部門におきましては、平成24年５月に発売いたしましたゲームソフト『うたの☆プリンスさまっ
♪Debut』の売上が好調であった他、関連作品のバックオーダーも引き続き順調であり、CD部門におきまし
ても、平成24年７月に発売いたしました『うたの☆プリンスさまっ♪Shining All Star CD』や同年11月に
発売いたしました『うたの☆プリンスさまっ♪シャッフルユニットCD』２作の売上が期初計画を大幅に上
回った他、タイアップCDも好調な売上であったことにより、ゲーム・CDの両部門ともに期初計画を上回るこ
とができました。カードゲーム部門につきましては、平成24年７月から発売を開始し、同年10月に第２弾を
発売いたしましたトレーディングカードゲーム『Z/X（ゼクス） -Zillions of enemy X-』シリーズの売
上が大変好調であり、期初計画を大幅に上回りました。また、グッズ部門におきましても堅調に推移いたし
ました。
次に、販売費及び一般管理費につきましては、コスト管理を推し進め、738百万円（前年同期比74.1％）と
なりました。
この結果、営業利益は545百万円（前年同期比89.4％）、経常利益は544百万円（前年同期比90.3％）、四
半期純利益は556百万円（前年同期比118.9％）となりました。
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②財政状態の分析

（流動資産）

当第３四半期会計期間末における流動資産の残高は2,017百万円で、前事業年度末に比べ116百万円増

加しております。現金及び預金の増加99百万円、売掛金の増加11百万円、原材料及び貯蔵品の増加９百万

円、仕掛品の減少５百万円が主な要因であります。

（固定資産）

当第３四半期会計期間末における固定資産の残高は228百万円で、前事業年度末に比べ159百万円増加

しております。定期預金の増加100百万円、ソフトウェアの増加40百万円が主な要因であります。

（流動負債）

当第３四半期会計期間末における流動負債の残高は626百万円で、前事業年度末に比べ295百万円減少

しております。買掛金の減少６百万円、未払金の増加66百万円、未払法人税等の減少１百万円、返品調整引

当金の増加８百万円、事業譲渡損失引当金の減少376百万円、賞与引当金の増加44百万円が主な要因であ

ります。

（固定負債）

当第３四半期会計期間末における固定負債の残高は146百万円で、前事業年度末に比べ129百万円増加

しております。事業譲渡に伴うポイント精算の確定による長期未払金の増加100百万円、リース債務の増

加29百万円が主な要因であります。

（純資産）

当第３四半期会計期間末における純資産の残高は1,472百万円で、前事業年度末に比べ442百万円増加

しております。これは、四半期純利益556百万円が計上された一方で、配当金の支払114百万円が行われた

ことが主な要因であります。

　

③事業上及び財務上対処すべき課題

当第３四半期累計期間において、当社の事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新たに

生じた課題はありません。

　

④研究開発活動

当第３四半期累計期間における研究開発費の総額は12百万円で全て一般管理費に含まれております。
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第３ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 100,000,000

計 100,000,000

　

② 【発行済株式】

　

種類
第３四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成24年11月30日)

提出日現在
発行数(株)

(平成25年１月11日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 32,713,21132,713,211
大阪証券取引所
ＪＡＳＤＡＱ
（スタンダード）

単元株式数　1,000株

計 32,713,21132,713,211― ―

(注)  提出日現在の発行数には、平成25年１月１日からこの四半期報告書提出日までの新株予約権の行使により発行さ

れた株式数は含まれておりません。

　

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。
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(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません

　

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

　

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(千株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成24年11月30日 ─ 32,713 ― 330,000 ― ―

　

(6) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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(7) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

　 　 　 平成24年11月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等) ― ― ―

完全議決権株式(その他)
普通株式
32,706,000

32,706 ―

単元未満株式
普通株式
7,211

― ―

発行済株式総数 32,713,211 ― ―

総株主の議決権 ― 32,706 ―

(注)１　「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式694株が含まれております。

２　当第３四半期会計期間末現在の「発行済株式」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載する

ことができないことから、直前の基準日（平成24年８月31日）に基づく株主名簿による記載をしております。

　
② 【自己株式等】

　 　 平成24年11月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

― ― ― ― ― ―

計 ― ― ― ― ―

(注)　当第３四半期末現在の自己名義所有株式数は、694株であります。

　

２ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期累計期間まで役員の異動はありません。
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第４ 【経理の状況】

１．四半期財務諸表の作成方法について

当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣

府令第63号)に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期会計期間(平成24年９月１日から

平成24年11月30日まで)及び第３四半期累計期間(平成24年３月１日から平成24年11月30日まで)に係る四

半期財務諸表について、三優監査法人により四半期レビューを受けております。

　

３．四半期連結財務諸表について

当社は子会社がありませんので、四半期連結財務諸表を作成しておりません。
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１【四半期財務諸表】
(1)【四半期貸借対照表】

(単位：千円)

前事業年度
(平成24年２月29日)

当第３四半期会計期間
(平成24年11月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,273,984 1,373,507

売掛金 267,178 279,085

商品及び製品 98,062 102,476

仕掛品 73,000 67,260

原材料及び貯蔵品 1,066 10,722

その他 188,707 185,460

貸倒引当金 △800 △666

流動資産合計 1,901,199 2,017,845

固定資産

有形固定資産 17,368 20,944

無形固定資産 16,663 57,023

投資その他の資産

その他 36,924 152,267

貸倒引当金 △2,000 △2,000

投資その他の資産合計 34,924 150,267

固定資産合計 68,956 228,235

資産合計 1,970,156 2,246,080

負債の部

流動負債

買掛金 250,514 243,730

未払金 70,231 136,616

未払法人税等 6,310 4,811

賞与引当金 21,592 66,396

役員賞与引当金 20,000 22,275

返品調整引当金 27,695 36,023

事業譲渡損失引当金 376,422 －

その他 149,526 116,738

流動負債合計 922,292 626,591

固定負債

その他 17,295 146,693

固定負債合計 17,295 146,693

負債合計 939,587 773,285
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(単位：千円)

前事業年度
(平成24年２月29日)

当第３四半期会計期間
(平成24年11月30日)

純資産の部

株主資本

資本金 330,000 330,000

資本剰余金 35,352 35,352

利益剰余金 664,785 1,107,224

自己株式 △20 △81

株主資本合計 1,030,117 1,472,495

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 451 299

評価・換算差額等合計 451 299

純資産合計 1,030,569 1,472,794

負債純資産合計 1,970,156 2,246,080

EDINET提出書類

株式会社ブロッコリー(E02463)

四半期報告書

11/18



(2)【四半期損益計算書】
【第３四半期累計期間】

(単位：千円)

前第３四半期累計期間
(自 平成23年３月１日
　至 平成23年11月30日)

当第３四半期累計期間
(自 平成24年３月１日
　至 平成24年11月30日)

売上高 4,635,250 3,030,998

売上原価 3,028,099 1,747,074

売上総利益 1,607,150 1,283,924

販売費及び一般管理費 996,702 738,425

営業利益 610,447 545,499

営業外収益

受取利息及び配当金 75 135

受取手数料 228 149

その他 130 150

営業外収益合計 435 435

営業外費用

支払利息 8,366 1,552

その他 23 67

営業外費用合計 8,390 1,620

経常利益 602,492 544,314

特別利益

事業譲渡損失引当金戻入額 － 24,122

特別利益合計 － 24,122

特別損失

固定資産除却損 22 1,530

災害義援金 9,274 －

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 419 －

事業分離における移転損失 109,580 －

その他 7,956 －

特別損失合計 127,252 1,530

税引前四半期純利益 475,239 566,906

法人税等 6,785 9,972

四半期純利益 468,454 556,933
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【追加情報】

当第３四半期累計期間
(自  平成24年３月１日  至  平成24年11月30日)

第１四半期会計期間の期首以後に行われる会計上の変更及び過去の誤謬の訂正より、「会計上の変更及び誤謬

の訂正に関する会計基準」(企業会計基準第24号  平成21年12月４日)及び「会計上の変更及び誤謬の訂正に関す

る会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指針第24号  平成21年12月４日)を適用しております。

　

【注記事項】

(四半期キャッシュ・フロー計算書関係)

当第３四半期累計期間に係る四半期キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半

期累計期間に係る減価償却費(無形固定資産に係る償却費を含む。)は、次のとおりであります。

　

　
前第３四半期累計期間
(自  平成23年３月１日
至  平成23年11月30日)

当第３四半期累計期間
(自  平成24年３月１日
至  平成24年11月30日)

減価償却費 7,382千円 12,513千円
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(株主資本等関係)

前第３四半期累計期間(自  平成23年３月１日  至  平成23年11月30日)

１．配当金支払額

該当事項はありません。

　

２．基準日が当第３四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期会計期間の末

日後となるもの

該当事項はありません。

　

当第３四半期累計期間(自  平成24年３月１日  至  平成24年11月30日)

１．配当金支払額

　

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成24年５月25日
定時株主総会

普通株式 114,495 3.50平成24年２月29日 平成24年５月28日 利益剰余金

　

２．基準日が当第３四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期会計期間の末

日後となるもの

該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ  前第３四半期累計期間(自  平成23年３月１日  至  平成23年11月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　 　 　 (単位：千円)

　

報告セグメント

合計
リテール
事業

エンターテイメン
ト事業

売上高 　 　 　

  外部顧客への売上高 1,721,1552,914,0944,635,250

  セグメント間の内部売上高
  又は振替高

― ― ―

計 1,721,1552,914,0944,635,250

セグメント利益 2,311 608,136 610,447

(注)セグメント利益の合計は、四半期損益計算書の営業利益と一致しております。

　

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。

　
Ⅱ  当第３四半期累計期間(自  平成24年３月１日  至  平成24年11月30日)

当社の報告セグメントはエンターテイメント事業のみの単一であるため、記載を省略しております。

(報告セグメントの変更等に関する事項)

平成23年６月１日付でリテール事業を譲渡したため、前第２四半期会計期間よりエンターテイメント

事業のみの単一セグメントとなっております。
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　

項目
前第３四半期累計期間
(自　平成23年３月１日
至　平成23年11月30日)

当第３四半期累計期間
(自　平成24年３月１日
至　平成24年11月30日)

１株当たり四半期純利益 14円32銭 17円03銭

(算定上の基礎) 　 　

四半期純利益(千円) 468,454 556,933

普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

普通株式に係る四半期純利益(千円) 468,454 556,933

普通株式の期中平均株式数(株) 32,713,000 32,712,526

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当たり
四半期純利益の算定に含めなかった潜在株式で、前事業
年度末から重要な変動があったものの概要

―
 

　ストック・オプション権利
行使期間終了に伴い消滅し
たものの明細
　平成14年５月30日定時株主
総会決議

　普通株式　11千株

（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、希薄化効果を有している潜在株式が存在しないため、記載し

ておりません。

　
(重要な後発事象)

該当事項はありません。

　

２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成25年１月10日

株式会社　ブロッコリー

取締役会  御中

三優監査法人

　

代 表  社 員
業務執行社員

　 公認会計士　　古　藤　智　弘　　㊞

　
業務執行社員 　 公認会計士　　齋　藤　浩　史　　㊞

　
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式
会社ブロッコリーの平成24年３月１日から平成25年２月28日までの第19期事業年度の第３四半期会計期間

（平成24年９月１日から平成24年11月30日まで）及び第３四半期累計期間（平成24年３月１日から平成24年
11月30日まで）に係る四半期財務諸表、すなわち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書及び注記について四
半期レビューを行った。

　
四半期財務諸表に対する経営者の責任
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して四半
期財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期
財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれ
る。

　
監査人の責任
当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期財務諸表に
対する結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レ
ビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。
四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施
される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において
一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手
続である。
当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　
監査人の結論
当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当
と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ブロッコリーの平成24年11月30日現在の財政
状態及び同日をもって終了する第３四半期累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項が
すべての重要な点において認められなかった。

　
利害関係
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　
以  上

　
 

(注) １　上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報告

書提出会社)が別途保管しております。

２  四半期財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
　

EDINET提出書類

株式会社ブロッコリー(E02463)

四半期報告書

18/18


	表紙
	本文
	第一部企業情報
	第１企業の概況
	１主要な経営指標等の推移
	２事業の内容

	第２事業の状況
	１事業等のリスク
	２経営上の重要な契約等
	３財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析

	第３提出会社の状況
	１株式等の状況
	(1)株式の総数等
	①株式の総数
	②発行済株式

	(2)新株予約権等の状況
	(3)行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等
	(4)ライツプランの内容
	(5)発行済株式総数、資本金等の推移
	(6)大株主の状況
	(7)議決権の状況
	①発行済株式
	②自己株式等


	２役員の状況

	第４経理の状況
	１四半期財務諸表
	(1)四半期貸借対照表
	(2)四半期損益計算書
	第３四半期累計期間
	追加情報
	注記事項
	セグメント情報


	２その他


	第二部提出会社の保証会社等の情報
	監査報告書

